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三
代
集
の
文
末
助
詞
カ
ナ

富
岡
　
宏
太

一　

本
稿
の
目
的

　

中
古
和
文
資
料
、
と
く
に
散
文
資
料
に
お
い
て
は
、
詠
嘆
の
意
味

を
持
つ
と
さ
れ
る
文
末
助
詞
が
多
数
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、

カ
ナ
は
、
韻
文
に
も
多
用
さ
れ
る
助
詞
で
あ
る
。

　
　

⑴
白
雲
の
こ
な
た
か
な
た
に
立
ち
別
れ
心
を
幣
と
く
だ
く
旅
哉

�

〈
古
今
集
、
巻
八
、
三
七
九
番
歌
〉

　
　

⑵
惜
し
め
ど
も
春
の
限
り
の
今
日
の
又
夕
暮
れ
に
さ
へ
な
り
に

け
る
哉�

〈
後
撰
集
、
巻
三
、
一
四
一
番
歌
〉

　

和
歌
集
に
お
い
て
、
カ
ナ
が
ど
の
く
ら
い
使
用
さ
れ
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
神
津
眞
佐
子
（
一
九
八
九
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
使
用
実
態
に
つ
い
て
は
、
十
分
に

検
討
さ
れ
て
き
た
と
は
い
い
が
た
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
三
代
集
（
古
今
和
歌
集
・
後
撰
和
歌
集
・
拾

遺
和
歌
集
）
の
カ
ナ
を
調
査
し
、
①
文
体
の
異
な
る
資
料
に
お
け
る

カ
ナ
と
の
違
い
、
②
そ
の
違
い
の
生
じ
る
理
由
、
の
二
点
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二　

調
査
対
象
と
調
査
範
囲

　

調
査
対
象
は
三
代
集
の
歌
に
見
ら
れ
る
カ
ナ
で
あ
る
。
古
今
集
の

仮
名
序
と
、
詞
書
の
例
は
除
外
し
た
。
表
記
は
私
意
に
よ
る
。
な

お
、
調
査
対
象
の
中
に
は
「
哉
」
と
表
記
さ
れ
た
例
も
多
く
見
ら
れ

る
が
、
⑶
の
よ
う
に
、
ヤ
と
訓
む
と
、
字
足
ら
ず
に
な
る
歌
、
⑷
の
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よ
う
に
、
第
二
句
・
第
五
句
に
現
れ
、
か
つ
、「
モ
ア
ル
哉
」
の
よ

う
に
母
音
が
含
ま
れ
る
た
め
、
字
余
り
が
許
容
さ
れ
る
歌
の
い
ず
れ

か
で
あ
る
。
例
を
示
す
。

　
　

⑶
数
な
ら
ぬ
身
は
山
の
端
に
あ
ら
ね
ど
も
多
く
の
月
を
過
ぐ
し

つ
る
哉�

〈
後
撰
集
、
巻
一
三
、
九
六
六
番
歌
〉

　
　

⑷
憂
き
世
に
は
行
隠
れ
な
で
か
き
曇
り
ふ
る
は
思
ひ
の
ほ
か
に

も
あ
る
哉�
〈
拾
遺
集
、
巻
八
、
五
〇
四
番
歌
〉

⑶
を
ヤ
と
訓
む
に
は
、
字
足
ら
ず
に
な
る
理
由
が
説
明
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
⑷
に
つ
い
て
も
、「
も
あ
る
か
な
」
の
か
な
書
き
例

は
見
ら
れ
る
が
、「
も
あ
る
や
」
と
か
な
書
き
さ
れ
た
例
は
見
ら
れ

な
い
た
め
、「
哉
」
を
カ
ナ
と
訓
む
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

　

三
代
集
の
ほ
か
、
中
古
和
文
の
散
文
資
料
と
対
照
す
る
目
的
で
、

落
窪
物
語
、
枕
草
子
、
源
氏
物
語
の
三
作
品
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ

た
。
こ
ち
ら
は
、
和
歌
の
例
を
除
外
し
た
。

　

三
代
集
の
総
用
例
数
を
［
表
一
］
に
挙
げ
る
。

［
表
一
］
三
代
集
に
お
け
る
カ
ナ
の
総
用
例
数

古
今
集

後
撰
集

拾
遺
集

合
計

65

136

153

354

三　

調
査
結
果

三
・
一　

�

上
接
語
の
違
い
か
ら
見
た
韻
文
の
カ
ナ
と
散
文
の
カ
ナ
と

の
違
い

　

ま
ず
、
散
文
と
韻
文
と
に
お
け
る
カ
ナ
の
違
い
を
、
上
接
語
の
観

点
か
ら
見
て
い
く
。
カ
ナ
で
終
止
す
る
文
を
、
体
言
に
カ
ナ
が
下
接

し
た
「
体
言
カ
ナ
」
と
、
活
用
語
に
下
接
し
た
「
活
用
語
カ
ナ
」
と

に
分
け
る
。
す
る
と
、
散
文
で
は
、
ど
の
作
品
で
も
、「
体
言
カ

ナ
」
と
「
活
用
語
カ
ナ
」
の
例
数
が
拮
抗
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。「
体
言
カ
ナ
」
の
例
を
挙
げ
る
。

　
　

⑸
「
い
と
い
み
じ
き
こ
と
か
な
。
…
…
」

〈
落
窪
物
語
、
巻
二
、
一
八
三
・
一
一
〉

　
　

⑹
「
い
と
い
と
ほ
し
き
わ
ざ
か
な
。
…
…
」

〈
枕
草
子
、
一
八
一
段
、
三
一
九
・
三
〉

　
　

⑺
「
い
と
は
し
た
な
き
わ
ざ
か
な
。
…
…
」

〈
源
氏
物
語
、
松
風
、
三
六
六
・
九
〉

落
窪
物
語
で
は
、
カ
ナ
の
総
用
例
数
七
四
例
中
三
三
例
（
四
五
％
）、

枕
草
子
で
は
、
四
一
例
中
一
六
例
（
三
九
％
）、
源
氏
物
語
で
は
、
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五
八
一
例
中
二
八
〇
例
（
四
八
％
）
を
占
め
る
。

　

次
に
、「
活
用
語
カ
ナ
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
散
文
の
「
活
用
語

カ
ナ
」
は
、
多
く
の
場
合
、
動
詞
句
が
上
接
す
る
「
動
詞
（
句
）
＋

カ
ナ
」
で
あ
る
。
形
容
詞
・
形
容
動
詞
と
い
っ
た
形
容
語
も
、
補
助

動
詞
を
介
在
し
て
「
形
容
語
＋
モ
＋
補
助
動
詞
＋
カ
ナ
」
と
な
る

（
岡
崎
正
継
・
大
久
保
一
男 
一
九
九
一
、
近
藤
要
司 

一
九
九
七
）。

こ
れ
も
、
上
接
語
の
観
点
か
ら
見
る
と
、「
動
詞
（
句
）
＋
カ
ナ
」

に
分
類
さ
れ
る
。
例
を
挙
げ
る
。

　
　

⑻
「
…
…
、
う
れ
し
く
も
思
ひ
た
ま
へ
け
る
か
な
」

�

〈
落
窪
物
語
、
巻
一
、
八
八
・
一
三
〉

　
　

⑼
「
う
れ
し
く
も
ま
た
降
り
積
み
つ
る
か
な
」

�

〈
枕
草
子
、
八
三
段
、
一
五
八
・
六
〉

　
　

⑽
「
…
…
。
い
で
や
、
い
と
か
ひ
な
く
も
は
べ
る
か
な
。
…

…
」�

〈
源
氏
物
語
、
柏
木
、
一
二
四
九
・
一
〇
〉

　

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
カ
ナ
が
形
容
語
を
直
上
に
承
け
る
例
は
僅

少
で
あ
る
。

　
　

⑾
「
…
…
、
物
あ
は
れ
な
る
か
な
。
…
…
」

�

〈
源
氏
物
語
、
東
屋
、
一
八
四
八
・
一
四
〉

　
　

⑿
「
心
地
の
い
み
じ
う
悩
ま
し
き
か
な
。
…
…
」

�

〈
源
氏
物
語
、
夕
霧
、
一
三
二
七
・
六
〉

　

以
上
を
ま
と
め
た
も
の
が
［
表
二
］
で
あ
る
。

［
表
二
］
散
文
に
お
け
る
カ
ナ
の
上
接
語

体
言

活
用
語

合
計

動
詞

補
助
動
詞

形
容
語

落
窪
物
語

33

31

10

74

枕
草
子

16

21

3

1

41

源
氏
物
語

280

153

136

12

581

合
計

329

205

149

13

696

　

で
は
、
三
代
集
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。「
体
言
カ
ナ
」
に
つ
い
て
先
に
検
討
し
て
い
く
。

古
今
集
で
は
六
五
例
中
一
〇
例
（
一
五
％
）、
後
撰
集
で
は
一
三
六

例
中
二
八
例
（
二
一
％
）、
拾
遺
集
に
お
い
て
も
、
一
五
三
例
中
四

六
例
（
三
〇
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
三
代
集
に
お
け
る
「
体
言
カ

ナ
」
の
出
現
率
は
、
散
文
の
場
合
よ
り
も
低
い
の
で
あ
る
。

　
　

⒀
淡
雪
の
た
ま
れ
ば
か
て
に
く
だ
け
つ
つ
わ
が
物
思
ひ
の
し
げ

き
こ
ろ
か
な	

〈
古
今
集
、
巻
一
一
、
五
五
〇
番
歌
〉
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⒁
人
知
れ
ず
思
ふ
心
は
大
島
の
な
る
と
は
な
し
に
嘆
く
頃
哉

�

〈
後
撰
集
、
巻
九
、
五
九
三
番
歌
〉

　
　

⒂
わ
り
な
し
や
し
ひ
て
も
頼
む
心
哉
つ
ら
し
と
か
つ
は
思
ふ
も

の
か
ら�

〈
拾
遺
集
、
巻
一
五
、
九
四
三
番
歌
〉

　

一
方
、「
活
用
語
カ
ナ
」
は
非
常
に
多
く
見
ら
れ
る
。
中
で
も
特

に
多
い
の
は
、「
動
詞
（
句
）
＋
カ
ナ
」
で
あ
る
。
古
今
集
で
六
五

例
中
五
三
例
（
八
二
％
）、
後
撰
集
で
は
一
三
六
中
一
〇
三
例
（
七

六
％
）、
拾
遺
集
で
は
一
五
三
例
中
九
六
例
（
六
三
％
）
と
、
高
頻

度
で
現
れ
る
。

　
　

⒃
郭
公
鳴
く
や
五
月
の
あ
や
め
ぐ
さ
あ
や
め
も
知
ら
ぬ
恋
も
す

る
哉�

〈
古
今
集
、
巻
一
一
、
四
六
九
番
歌
〉

　
　

⒄
玉
か
づ
ら
葛
木
山
の
も
み
ぢ
葉
は
面
影
に
の
み
見
え
わ
た
る

哉�

〈
後
撰
集
、
巻
七
、
三
九
一
番
歌
〉

　
　

⒅
住
吉
の
松
な
ら
ね
ど
も
久
し
く
も
君
と
寝
ぬ
夜
の
な
り
に
け

る
哉�

〈
拾
遺
集
、
巻
一
二
、
七
四
〇
番
歌
〉

　

次
に
、「
形
容
語
＋
カ
ナ
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
非
常
に
少
な

く
、
古
今
集
で
は
六
五
例
中
二
例
（
三
％
）、
後
撰
集
に
お
い
て

は
、
一
三
六
例
中
五
例
（
四
％
）、
拾
遺
集
に
お
い
て
は
、
一
五
三

例
中
一
一
例
（
七
％
）
し
か
見
ら
れ
な
い
。

　
　

⒆
待
つ
人
に
あ
ら
ぬ
も
の
か
ら
初
雁
の
け
さ
鳴
く
声
の
め
づ
ら

し
き
哉�

〈
古
今
集
、
巻
四
、
二
〇
六
番
歌
〉

　
　

⒇
女
郎
花
に
ほ
へ
る
秋
の
武
蔵
野
は
常
よ
り
も
猶
む
つ
ま
し
き

哉�

〈
後
撰
集
、
巻
六
、
三
三
七
番
歌
〉

　
　

㉑
来
で
過
ぐ
す
秋
は
な
け
れ
ど
初
雁
の
聞
く
た
び
ご
と
に
め
づ

ら
し
き
哉�

〈
拾
遺
集
、
巻
三
、
一
六
八
番
歌
〉

　
「
形
容
語
＋
カ
ナ
」
よ
り
、「
動
詞
（
句
）
＋
カ
ナ
」
が
多
い
点

は
、
和
文
と
同
様
で
あ
る
。

　

以
上
の
結
果
を
［
表
三
］
に
ま
と
め
る
。

［
表
三
］
韻
文
に
お
け
る
カ
ナ
の
上
接
語

体
言

活
用
語

合
計

動
詞

補
助
動
詞

形
容
語

古
今
集

10

45

8

2

65

後
撰
集

28

97

6

5

136

拾
遺
集

46

89

7

11

153

合
計

84

231

21

18

354

三
代
集
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
「
体
言
カ
ナ
」
の
例
が
少
な
く
、
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「
活
用
語
カ
ナ
」
の
例
が
倍
以
上
見
ら
れ
る
。「
体
言
カ
ナ
」
と
「
活

用
語
カ
ナ
」
と
が
、
と
も
に
相
当
数
現
れ
る
散
文
と
の
間
に
は
、
大

き
な
差
異
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
、
散
文
の
カ
ナ
と
韻
文
の
カ
ナ
と
の
違
い
は
、
和
文
の
カ
ナ

と
漢
文
訓
読
の
カ
ナ
と
の
間
に
見
ら
れ
る
差
異
と
も
異
な
る
。
漢
文

訓
読
資
料
に
お
い
て
は
、「
体
言
カ
ナ
」
が
見
ら
れ
ず
、「
活
用
語
カ

ナ
」
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
「
形
容
語
＋
カ
ナ
」
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が

見
ら
れ
る
（
築
島
裕 

一
九
六
三
、
大
坪
併
治 

一
九
八
一
ほ
か
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
三
代
集
に
お
け
る
「
活
用
語
カ
ナ
」
は
、「
動
詞

（
句
）
＋
カ
ナ
」
が
大
勢
を
占
め
る
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
中
古
の
韻
文
に
お
け
る
カ
ナ
を
上
接
語
の
観
点

か
ら
見
る
と
、
和
文
の
散
文
の
カ
ナ
と
も
、
漢
文
訓
読
の
カ
ナ
と

も
、
大
き
く
異
な
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

三
・
二　

評
価
の
修
飾
の
有
無
に
つ
い
て

　

三
・
一
で
は
、
三
代
集
に
お
け
る
カ
ナ
の
、
他
の
文
体
の
資
料
と

の
差
異
を
中
心
に
見
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
和
文
資
料
の
散
文

の
カ
ナ
と
、
三
代
集
の
カ
ナ
と
の
間
に
は
共
通
点
も
見
ら
れ
る
。

「
動
詞
（
句
）
＋
カ
ナ
」
が
多
用
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
で

は
、「
動
詞
（
句
）
＋
カ
ナ
」
の
内
実
は
、
両
資
料
間
で
同
質
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
本
動
詞
（
句
）
が
カ
ナ
に
上
接
し
て
構

成
さ
れ
た
「
動
詞
（
句
）
カ
ナ
」
に
注
目
す
る
。

　

ま
た
、
近
藤
要
司
（
一
九
九
七
）
は
、
源
氏
物
語
の
和
歌
に
お
け

る
「
体
言
カ
ナ
」
を
調
査
し
、
情
意
や
評
価
の
形
容
語
が
連
体
修
飾

し
て
い
る
も
の
は
少
数
で
あ
る
こ
と
、
多
く
は
、
動
詞
が
連
体
修
飾

の
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
二
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
以
上
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、

カ
ナ
の
用
例
に
み
る
か
ぎ
り
、
和
歌
に
は
、
情
意
や
評
価
を

「
あ
は
れ
、
か
な
し
」
な
ど
と
表
現
し
て
一
般
化
し
て
し
ま
う

こ
と
を
避
け
て
、
そ
の
分
直
面
し
た
事
態
を
個
別
的
具
体
的
に

と
ら
え
て
言
語
化
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
あ
る
。（
二
九
四
頁
）

と
し
て
い
る
。
こ
の
近
藤
の
指
摘
は
、
源
氏
物
語
の
「
体
言
カ
ナ
」

と
い
う
限
定
さ
れ
た
範
囲
の
調
査
を
も
と
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
根
拠
が
和
歌
の
特
質
に
求
め
ら
れ
る
以
上
、
①

三
代
集
に
範
囲
を
拡
げ
て
も
、
②
「
動
詞
（
句
）
カ
ナ
」
を
調
査
対

象
に
含
め
た
と
し
て
も
、
情
意
や
評
価
の
形
容
語
が
現
れ
に
く
い
可

能
性
は
十
分
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
三
代
集
の
「
体
言
カ
ナ
」
と
「
動

詞
（
句
）
カ
ナ
」
と
を
詳
し
く
見
て
い
く
。
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三
・
二
・
一　
「
体
言
カ
ナ
」
に
お
け
る
評
価
の
修
飾

三
・
二
・
一
・
一　

散
文
の
場
合

　

ま
ず
、「
体
言
カ
ナ
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
な
例
を

取
り
上
げ
る
。

【
情
意
・
評
価
の
形
容
語
句
連
体
形
＋
体
言
＋
カ
ナ
】

　
　

㉒
「
…
…
。
不
便
な
る
わ
ざ
か
な
」

�

〈
源
氏
物
語
、
夕
顔
、
一
二
〇
・
一
〉

【
情
意
評
価
の
形
容
語
句
連
用
形
＋
［
動
詞
句
＋
体
言
］
＋
カ
ナ
】

　
　

㉓
「
ら
う
た
げ
に
も
の
た
ま
は
せ
な
す
姫
君
か
な
。
…
…
」

�

〈
源
氏
物
語
、
夕
霧
、
一
三
六
一
・
一
三
〉

㉒
は
、
情
意
・
評
価
の
形
容
語
、
も
し
く
は
そ
れ
に
助
動
詞
や
補
助

動
詞
が
下
接
し
た
も
の
が
連
体
形
と
な
っ
て
、
直
接
、
体
言
に
か
か

わ
る
例
で
あ
る
。
一
方
の
㉓
は
、「「
姫
君
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ

と
」
に
つ
い
て
、「
ら
う
た
げ
な
り
」
と
評
価
し
て
お
り
、
情
意
・

評
価
の
形
容
語
句
は
、
体
言
に
ま
で
か
か
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
例
が
ど
の
く
ら
い
見
ら
れ
る
の
か
、
散
文
資
料
の

状
況
を
［
表
四
］
に
示
す
。

［
表
四
］
散
文
の
「
体
言
カ
ナ
」
と
評
価
の
修
飾

「
体
言
カ
ナ
」

評
価
の
修
飾

割
合
（
％
）

落
窪
物
語

33

28

85

枕
草
子

16

12

75

源
氏
物
語

280

213

76

合
計

329

253

77

例
を
挙
げ
る
。

　
　

㉔
「
い
と
い
と
ほ
し
き
わ
ざ
か
な
。
…
…
」

�

〈
枕
草
子
、
一
八
一
段
、
三
一
九
・
三
〉

　
　

㉕
「
さ
も
清
ら
に
お
は
し
け
る
大
臣
か
な
。
…
…
」

�

〈
源
氏
物
語
、
宿
木
、
一
七
六
八
・
一
一
〉

　
　

㉖
《
あ
や
し
く
、
様
々
に
も
の
思
ふ
べ
か
り
け
る
身
か
な
》

�

〈
源
氏
物
語
、
薄
雲
、
六
〇
六
・
七
〉

㉔
、
㉕
は
、
㉒
と
同
じ
か
、
そ
れ
に
準
ず
る
タ
イ
プ
の
例
で
あ
り
、

㉖
は
㉓
と
同
じ
タ
イ
プ
の
例
で
あ
る
。
落
窪
物
語
、
枕
草
子
は
、
母

数
が
少
な
く
、
傍
証
程
度
で
あ
る
が
、
と
も
に
八
割
近
く
に
の
ぼ

り
、
例
数
の
多
い
源
氏
物
語
で
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
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「
体
言
カ
ナ
」
に
は
、
情
意
・
評
価
の
形
容
語
に
よ
っ
て
体
言
が
直

接
修
飾
さ
れ
る
例
が
非
常
に
多
い
。

三
・
二
・
一
・
二　

韻
文
の
場
合

　

で
は
、
一
方
の
三
代
集
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
散
文
の
場
合
と

同
様
に
し
て
、「
体
言
カ
ナ
」
を
見
て
い
こ
う
。
例
数
と
、
百
分
率

に
直
し
た
数
値
と
を
、［
表
五
］
に
示
す
。

［
表
五
］
韻
文
の
「
体
言
カ
ナ
」
と
評
価
の
修
飾

「
体
言
カ
ナ
」

評
価
の
修
飾

割
合
（
％
）

古
今
集

10

2

20

後
撰
集

28

9

32

拾
遺
集

46

9

20

合
計

84

20

24

例
を
挙
げ
る
。

　
　

㉗
老
い
ぬ
れ
ば
さ
ら
ぬ
別
れ
も
あ
り
と
い
へ
ば
い
よ
い
よ
見
ま

く
ほ
し
き
君
か
な	

〈
古
今
集
、
巻
一
七
、
九
〇
〇
番
歌
〉

　
　

㉘
と
も
に
こ
そ
花
を
も
見
め
と
待
つ
人
の
来
ぬ
も
の
ゆ
ゑ
に
惜

し
き
春
か
な�

〈
後
撰
集
、
巻
三
、
一
三
八
番
歌
〉

　
　

㉙
我
な
が
ら
さ
も
も
ど
か
し
き
心
哉
思
は
ぬ
人
は
何
か
恋
し
き�

�

〈
拾
遺
集
、
巻
一
二
、
七
五
九
番
歌
〉

　
　

㉚
を
ち
こ
ち
の
た
づ
き
も
知
ら
ぬ
山
中
に
お
ぼ
つ
か
な
く
も
呼

子
鳥
か
な�

〈
古
今
集
、
巻
一
、
二
九
番
歌
〉

　
　

㉛
い
と
ど
し
く
過
ぎ
ゆ
く
方
の
恋
し
き
に
う
ら
や
ま
し
く
も
か

へ
る
浪
哉�

〈
後
撰
集
、
巻
一
九
、
一
三
五
二
番
歌
〉

　
　

㉜
い
に
し
へ
を
さ
ら
に
か
け
じ
と
思
へ
ど
も
あ
や
し
く
目
に
も

満
つ
涙
哉�

〈
拾
遺
集
、
巻
一
五
、
九
九
一
番
歌
〉

㉗
～
㉙
は
、
情
意
・
評
価
の
形
容
語
が
直
接
、
体
言
に
か
か
わ
る
例

で
あ
る
。
一
方
、
㉚
～
㉜
で
は
、
形
容
語
句
が
構
文
的
に
は
直
後
の

動
詞
句
に
、
意
味
的
に
は
体
言
ま
で
含
め
た
句
全
体
と
か
か
わ
る
例

で
あ
る
。
㉚
は
、「
呼
ぶ
」
と
「
呼
子
鳥
」
と
が
掛
詞
に
な
っ
て
い

る
点
で
㉛
、
㉜
と
は
異
な
る
が
、
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
扱
う

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

三
代
集
の
「
体
言
カ
ナ
」
に
は
、
二
、
三
割
程
度
し
か
、
情
意
・

評
価
の
形
容
語
句
に
よ
る
修
飾
の
例
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
点
で
散
文

と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
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三
・
二
・
二　
「
動
詞
（
句
）
カ
ナ
」
に
お
け
る
評
価
の
修
飾

三
・
二
・
二
・
一　

散
文
の
場
合

　

で
は
、
本
動
詞
が
カ
ナ
に
上
接
し
た
「
動
詞
（
句
）
カ
ナ
」
で
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

三
代
集
の
カ
ナ
を
見
て
い
く
前
に
、
散
文
資
料
に
お
け
る
「
動
詞

（
句
）
カ
ナ
」
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
情
意
・
評
価
の
形
容
語
が
主

節
述
語
と
密
接
に
か
か
わ
る
「
動
詞
（
句
）
カ
ナ
」
の
構
文
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
に
限
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
形
容
語
連
用
形
＋
本
動
詞
（
句
）
＋
カ
ナ
（
評
価
の
修
飾
）】

　
　

㉝
「
あ
や
し
く
心
走
り
の
す
る
か
な
。
…
…
」

�

〈
源
氏
物
語
、
浮
舟
、
一
九
二
五
・
四
〉

厳
密
に
は
、
こ
れ
以
外
の
構
文
を
と
っ
て
い
て
も
、
情
意
・
評
価
の

形
容
語
が
、
意
味
的
に
主
節
末
の
動
詞
（
句
）
に
関
与
す
る
こ
と
は

あ
り
う
る
。
し
か
し
、
動
詞
（
句
）
で
示
さ
れ
た
事
態
へ
の
評
価
を

表
す
の
は
、
㉝
の
よ
う
な
場
合
の
み
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ

の
他
の
例
は
対
象
か
ら
除
外
し
た
。
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
例
が
見

ら
れ
る
。

　
　

㉞
《
…
…
。
あ
や
し
う
も
集
ま
り
た
る
か
な
》

�

〈
落
窪
物
語
、
巻
三
、
二
三
三
・
八
〉

　
　

㉟
「
さ
て
も
ね
た
く
見
つ
け
ら
れ
に
け
る
か
な
。
…
…
」

�

〈
枕
草
子
、
二
六
〇
段
、
四
〇
一
・
六
〉

　
　

㊱
「
…
…
。
あ
や
し
う
も
、
あ
ま
り
や
つ
し
け
る
か
な
。
…

…
」�

〈
源
氏
物
語
、
夕
顔
、
一
五
二
・
七
〉

㉞
は
「
あ
や
し
」、
㉟
は
「
ね
た
し
」、
㊱
で
は
、「
あ
や
し
」
と
い

う
形
容
詞
が
動
詞
句
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
例
は
、「
動
詞
（
句
）
カ
ナ
」
全
体
の
中
で
、
ど

の
程
度
の
割
合
を
占
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
作
品
ご
と
の
「
動
詞

（
句
）
カ
ナ
」
の
例
数
、
情
意
・
評
価
の
形
容
語
に
よ
る
修
飾
の
例

数
を
示
し
、
そ
の
割
合
を
百
分
率
で
示
し
た
も
の
が
、［
表
六
］
で

あ
る
。

［
表
六
］
散
文
の
「
動
詞
（
句
）
カ
ナ
」
と
評
価
の
修
飾

「
動
詞
（
句
）
カ
ナ
」

評
価
の
修
飾

割
合

落
窪
物
語

31

6

19

枕
草
子

21

6

29

源
氏
物
語

153

25

16

合
計

205

37

18



- 74-

す
べ
て
の
作
品
で
、
お
お
よ
そ
二
、
三
割
程
度
、
情
意
評
価
の
形
容

語
に
よ
る
修
飾
を
う
け
た
例
が
見
ら
れ
る
。
全
体
で
は
二
〇
五
例
中

三
七
例
（
一
八
％
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
体
言
カ
ナ
」
の
場
合
と

比
較
す
る
と
明
ら
か
に
少
な
い
値
で
あ
る
。
で
は
、
三
代
集
の
場
合

は
ど
の
よ
う
な
結
果
が
出
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
・
二
・
二
・
二　

韻
文
の
場
合

　

で
は
次
に
、
三
代
集
の
「
動
詞
（
句
）
カ
ナ
」
の
状
況
を
見
て
い

く
こ
と
に
す
る
。

　
　

㊲
押
し
照
る
や
難
波
の
御
津
に
焼
く
塩
の
か
ら
く
も
我
は
老
い

に
け
る
か
な�

〈
古
今
集
、
巻
一
七
、
八
九
四
番
歌
〉

　
　

㊳
抜
き
留
め
ぬ
髪
の
筋
も
て
あ
や
し
く
も
へ
に
け
る
年
の
数
も

知
る
か
な�

〈
後
撰
集
、
巻
一
七
・
一
二
〇
九
番
歌
〉

　
　

㊴
家
づ
と
に
あ
ま
た
の
花
も
折
る
べ
き
に
ね
た
く
も
鷹
を
据
ゑ

て
け
る
哉�

〈
拾
遺
集
、
巻
一
七
、
一
一
〇
一
番
歌
〉

　

㊲
は
、「
か
ら
し
」、
㊳
は
、「
あ
や
し
」、
㊴
は
、「
ね
た
し
」
と

い
う
形
容
詞
が
、
動
詞
句
に
か
か
わ
る
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例

は
確
か
に
見
ら
れ
る
が
、
出
現
率
は
、
散
文
の
場
合
よ
り
も
さ
ら
に

少
な
い
。
三
代
集
の
「
動
詞
（
句
）
カ
ナ
」
の
状
況
を
［
表
七
］
に

示
す
。

［
表
七
］
韻
文
の
「
動
詞
（
句
）
カ
ナ
」
と
評
価
の
修
飾

「
動
詞
（
句
）
カ
ナ
」
評
価
の
形
容
語
に
よ
る
修
飾

割
合

古
今
和
歌
集

45

1

2

後
撰
和
歌
集

97

6

6

拾
遺
和
歌
集

89

8

9

合
計

231

15

6

［
表
七
］
に
示
し
た
よ
う
に
、「
動
詞
（
句
）
カ
ナ
」
に
お
い
て
も
、

情
意
・
評
価
の
形
容
語
に
よ
る
修
飾
の
例
は
、
散
文
の
場
合
よ
り
も

少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
近
藤
（
一
九
九
七
）
の
指
摘
は
、
三
代
集
の
「
体

言
カ
ナ
」、
さ
ら
に
は
「
動
詞
（
句
）
カ
ナ
」
に
も
当
て
は
ま
る
、

韻
文
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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四　

和
歌
に
情
意
・
評
価
の
形
容
語
が
現
れ
に
く
い
理
由

四
・
一
「
情
意
の
一
般
化
」
は
忌
避
さ
れ
て
い
る
か

　

こ
こ
ま
で
、
三
代
集
の
カ
ナ
に
つ
い
て
調
査
し
、
次
の
二
点
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。

　
　
ａ
．
カ
ナ
の
上
接
語
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、「
体
言
カ

ナ
」「
形
容
語
＋
カ
ナ
」
の
例
が
極
め
て
少
な
く
、「
動
詞

（
句
）
＋
カ
ナ
」
の
例
が
極
め
て
多
い
と
い
う
こ
と

　
　

ｂ
．
散
文
と
は
異
な
り
、
情
意
・
評
価
の
形
容
語
が
現
れ
る
例

が
少
な
い
と
い
う
こ
と

本
節
で
は
、
ａ
、
ｂ
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
理
由
を
考
え
る
。

前
掲
の
近
藤
論
文
で
は
、

和
歌
に
は
、
情
意
や
評
価
を
「
あ
は
れ
、
か
な
し
」
な
ど
と
表

現
し
て
一
般
化
し
て
し
ま
う
こ
と
を
避
け
て
、
そ
の
分
直
面
し

た
事
態
を
個
別
的
具
体
的
に
と
ら
え
て
言
語
化
す
る
傾
向
が
あ

る
の
で
あ
る
。

と
し
て
い
た
。
確
か
に
、「
直
面
し
た
事
態
を
個
別
的
具
体
的
に
と

ら
え
て
言
語
化
す
る
傾
向
」
は
見
ら
れ
、
そ
の
点
は
本
稿
も
同
様
の

立
場
を
採
る
。
問
題
は
、
そ
の
前
の
箇
所
で
あ
る
。

　

近
藤
に
よ
れ
ば
、
形
容
語
を
用
い
な
い
理
由
は
、
情
意
や
評
価

の
、
特
定
の
語
に
よ
る
一
般
化
を
避
け
る
た
め
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
た
し
か
に
、
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
は
あ
り
う
る
が
、
他
の
可

能
性
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
次
例
を
参
照
さ
れ
た

い
。

　
　

㊵
秋
の
野
に
乱
れ
て
咲
け
る
花
の
色
の
ち
く
さ
に
物
を
思
ふ
こ

ろ
哉�

〈
古
今
集
、
巻
一
二
、
五
八
三
番
歌
〉

　
　

㊶
人
知
れ
ず
思
ふ
心
は
大
島
の
な
る
と
は
な
し
に
嘆
く
こ
ろ
哉

�

〈
後
撰
集
、
巻
九
、
五
九
三
番
歌
〉

　
　

㊷
春
は
惜
し
郭
公
は
た
聞
か
ま
ほ
し
思
ひ
わ
づ
ら
ふ
静
心
哉

�

〈
拾
遺
集
、
巻
一
六
、
一
〇
六
六
番
歌
〉

㊵
は
恋
の
歌
で
あ
る
。
恋
を
し
て
「
物
を
思
ふ
」
と
い
う
の
は
、
確

か
に
、
形
容
語
に
よ
る
一
般
化
と
は
質
が
異
な
る
。
し
か
し
、「
物

を
思
ふ
」
と
い
う
語
句
に
よ
っ
て
、
様
々
な
感
情
、
た
と
え
ば
哀

愁
、
寂
し
さ
、
恨
み
、
妬
み
、
と
い
っ
た
感
情
を
一
元
化
し
て
い
る

わ
け
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
形
容
語
に
よ
る
表
現
よ
り
も
情
意
の
一

般
化
は
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
㊶
に
は
、「
な
げ

く
」
と
い
う
動
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
古
代
語
の
「
な
げ
く
」

は
、「
長
く
息
を
は
く
」
と
い
う
よ
う
な
動
作
動
詞
で
は
あ
る
が
、
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少
な
く
と
も
、
恋
の
歌
で
相
手
を
思
っ
て
「
な
げ
く
」
中
に
、「
嘆

き
」
の
感
情
が
あ
る
と
考
え
る
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て

こ
れ
も
、
一
般
化
さ
れ
た
情
意
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
㊷

は
、「
思
ひ
わ
づ
ら
ふ
」
と
あ
る
。
情
意
を
一
つ
の
語
に
よ
っ
て
表

現
す
る
こ
と
が
一
般
化
で
あ
る
な
ら
、
こ
れ
も
情
意
の
一
般
化
の
例

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
例
は
、「
動
詞
（
句
）
カ
ナ
」
に
も
見
ら
れ
る
。

　
　

㊸
石
間
ゆ
く
水
の
白
波
立
ち
返
り
か
く
こ
そ
は
見
め
飽
か
ず
も

あ
る
哉�

〈
古
今
集
、
巻
一
四
、
六
八
二
番
歌
〉

　
　

㊹
し
づ
は
た
に
思
乱
れ
て
秋
の
夜
の
明
く
る
も
知
ら
ず
嘆
き
つ

る
哉�

〈
後
撰
集
、
巻
一
三
、
九
〇
二
番
歌
〉

　
　

㊺
思
は
ず
は
つ
れ
な
き
事
も
つ
ら
か
ら
じ
頼
め
ば
人
を
怨
み
つ

る
哉�

〈
拾
遺
集
、
巻
一
五
、
九
七
三
番
歌
〉

㊸
は
、「
飽
か
ず
」（
満
足
で
き
な
い
）
と
一
般
化
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
㊹
は
㊶
と
同
様
で
あ
る
。
㊺
は
、「
う
ら
み
つ
る
か
な
」
と

い
う
形
で
歌
が
止
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
動
詞
「
う
ら
む
」
は
、
対

応
す
る
感
情
形
容
詞
「
う
ら
め
し
」
が
想
定
で
き
、
情
意
を
言
語
表

現
に
よ
っ
て
一
般
化
し
た
例
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
形
容
語
を
用
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
情
意
を

語
に
よ
っ
て
一
般
化
し
た
例
は
見
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
三
代

集
の
い
ず
れ
に
も
、
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
特
定
の
語
に
よ
る
情
意
・

評
価
の
「
一
般
化
」
以
外
の
側
面
を
も
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
・
二　

カ
ナ
の
特
徴
と
、
上
代
の
カ
モ
と
の
関
係

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
通
時
的
な
事
実
を
も
と
に
し
た
説
明
が

有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
文
末
助
詞
カ
ナ
は
、
上
代
の
文
末
助

詞
カ
モ
の
構
文
的
特
徴
を
引
き
継
い
で
、
中
古
か
ら
、
カ
モ
に
と
っ

て
代
わ
る
形
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
遠
藤
邦
基 

一
九
五
二
）。
こ
の
カ
モ
に
よ
る
構
文
も
、
韻
文
の
カ
ナ
同
様
、
情

意
・
評
価
の
語
句
は
極
め
て
少
な
い
。
た
と
え
ば
、
万
葉
集
の
中
に

は
、
詠
嘆
の
カ
モ
が
少
な
く
と
も
三
八
二
例
あ
る
が
、
形
容
語
を
カ

モ
が
直
接
承
け
る
例
は
、
六
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。

　
　

㊻
み
吉
野
の
玉
松
が
枝
は
愛
し
き
か
も
（
波
思
吉
香
聞
）
君
が

み
言
を
持
ち
て
通
は
く�

〈
巻
二
、
一
一
三
番
歌
〉

　
　

㊼
か
け
ま
く
も
あ
や
に
か
し
こ
し
言
は
ま
く
も
ゆ
ゆ
し
き
か
も

（
斎
忌
志
伎
可
物
）
…�

〈
巻
三
、
四
七
五
番
歌
〉

ま
た
、
動
詞
（
句
）
で
情
意
・
評
価
を
「
一
般
化
」
し
た
例
も
あ

る
。
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㊽
…
…
こ
の
川
の 

絶
ゆ
る
こ
と
な
く 

こ
の
山
の 

い
や
高
知
ら

す 
み
な
そ
そ
く 

滝
の
み
や
こ
は 

見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
（
不

飽
可
問
）�

〈
巻
一
、
三
六
番
歌
〉

　
　

㊾
ひ
さ
か
た
の
天
知
ら
し
ぬ
る
君
故
に
日
月
も
知
ら
ず
恋
ひ
わ

た
る
か
も
（
恋
渡
鴨
）�

〈
巻
二
、
二
〇
〇
番
歌
〉

こ
の
よ
う
に
、
三
代
集
に
お
け
る
カ
ナ
の
特
徴
は
、
前
代
の
韻
文
の

カ
モ
の
特
徴
を
引
き
継
い
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五　

本
稿
の
結
論

　

三
代
集
を
対
象
に
、
中
古
の
韻
文
の
カ
ナ
に
つ
い
て
調
査
し
、
次

の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

ⅰ　

上
接
語
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
韻
文
の
カ
ナ
は
、
散
文
と
も
漢

文
訓
読
資
料
と
も
異
な
る
傾
向
を
示
す
。

ⅱ　
「
動
詞
（
句
）
カ
ナ
」
の
多
さ
と
い
う
点
で
、
散
文
の
カ
ナ
と

韻
文
の
カ
ナ
と
の
傾
向
は
一
致
す
る
が
、
情
意
・
評
価
の
形
容
語

に
よ
る
修
飾
が
行
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
両
者

に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
前
者
に
は
、
情
意
・
評
価
の
修
飾
の

例
が
多
い
の
に
対
し
て
、
後
者
に
は
、
そ
う
し
た
例
が
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
。

ⅲ　

ⅱ
の
よ
う
な
違
い
が
見
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で

は
、
形
容
語
に
よ
る
情
意
・
評
価
の
「
一
般
化
」
を
避
け
る
た
め

と
し
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
三
代
集
の
カ
ナ
の

構
文
的
特
徴
が
、
上
代
の
カ
モ
の
構
文
的
特
徴
を
引
き
継
い
で
い

る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

使
用
テ
キ
ス
ト

三
代
集
→
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
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氏
物
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『
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成
校
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中
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公
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社
）

万
葉
集
、
落
窪
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草
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→
新
編
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古
典
文
学
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集
（
小
学
館
）
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